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「
か
や
ぶ
き
屋
根
」
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　「かやぶき屋根」を見たことはありますか？漢字で書くと「茅葺屋根」と書きます。皆さんはこの「かや

ぶき屋根」に対してどのような印象をお持ちでしょうか？

　十人十色、みなさんさまざまな印象をお持ちになると思います。上の写真は横浜市歴史博物館

のとなり、大塚・歳勝土遺跡公園内に復元された、今から2,000年前の竪穴住居です。竪穴住居

は地面を掘りこんで床とかべが作られており、地上部分が屋根となる造りの家です。この竪穴住

居の屋根は、「かや」で覆われています。この屋根のことを、「かやぶき屋根」と言います。

　では「かや」とは何でしょうか？これはイネ科の植物の総称です。特定の植物を指す言葉では

ありませんが、イネ科の植物の茎
くき

は総じて長く育ち、また丈夫なことから屋根の材料以外の用途

にも使われています。写真の「かや」はススキですが、風雨や太陽の光にさらされると弱くなっ

てしまいます。下の写真をご覧ください。

古民家

白川郷

世界遺産

　色がくすんで「かや」も抜けてしまっ

ています。表面は触るとくずれてしま

います。時間が経つと数年で「かやぶ

き屋根」はボロボロになってしまうの

です。

　この「かやぶき屋根」を直すにはど

うしたら良いのか？職人さんにはいつ

もお願いできないため、材料の確保か

ら修繕まで、博物館と地域の人とで

「かや」と「かやぶき屋根」について学

びながら修理ができないか？というの

が、「かやぶき屋根プロジェクト」の始

まり、平成28年の晩秋のことでした。

時間が経った「かやぶき屋根」建物

「かやぶき屋根」
の建物
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　朝霧高原茅場で「かや」を刈るにはまず、

研修を受けなければならないということで、

無事修了の証の帽子をもらいました。その赤

い帽子には「茅刈り人」の文字が燦然と輝い

ており、そこはかとなく誇らしげな気持ちに

なりました。

　 平 成 29 年 3 月 に、 博

物館の職員3名が横浜か

ら車で2時間かけて、富

士山のふもと「朝霧高原

茅場」での「かや刈り」

に行ってみました。

　これを受け、平成29年4月から本格的に「かやぶき屋根プロジェクト」は始まりました。自分たちで少しずつ「か

やぶき屋根」を直していくことで、できる限り長く維持しながら、「かや」や大昔のことも学んでいこうと考え、活動

しています。

室内での研修の様子

杉嵜靖司さん

　では、どうすれば自分たちで直せるのか考えていたところに出会ったのが、

山梨県で茅葺屋根職人をされている、杉嵜靖司さんです。杉嵜さんは、静岡県

と山梨県の境、朝霧高原にある茅場の管理をされている、朝霧高原活性化委員

会のメンバーでした。早速「かやぶき屋根」の修理について相談をしたところ、

まずは材料である「かや」を刈りに行くことをご提案いただきました。

屋外での研修の様子

研修修了の証の赤い帽子
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実地研修の様子

　平成29年度から本格的に始めた「かやぶき屋根プロジェクト」。

　初めは何をすればよいのか何も分からなかったので、杉嵜さんにお越しいただき、

研修という形で活動を始めました。

「
か
や
ぶ
き
屋
根
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
ま
り
ま
し
た
！

　座学での研修と実地の研修を交えて、少しずつ学びながら「かやぶき屋根」の修繕と、材料となる「か

や刈り」を継続して行ってきました。

　次のページからは「かや」の刈り方と屋根の直し方について写真を交えて解説していきます。

座学研修の様子
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　私たちがプロジェクトで使用している「かや」

は、朝霧高原茅場のススキです。

　朝霧高原茅場のススキは、春に野焼きで火を入

れることで、冬になると大人の身長を大きく超え

るまでに育ちます。そのためススキを刈ることが

できる期間は意外と短く、12月〜3月の4ヶ月間

のみとなります。

ま
ず
は
素
材
を
手
に
入
れ
よ
う

野焼きの様子

大きく育ったススキ

　まずは「かや」を刈らなければならないのですが、片手でススキの株を抱

えこみ、鎌を使って地面から少し上、5〜10cm のところで刈り取ります。

　あるていどの量がたまるまで、何株も刈り取ってから束ねていきます。

ススキを刈り取る様子
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　頑張って刈り取ったら、大きな束

（かや束）にまとめていきます、ま

とめるには編み込まれたビニールひ

もが使いやすいです。片側の橋を輪

にして使います。ビニールひもを束

の上下に回したら体全体を使って、

しっかりと締め上げて縛ります。締

め上げがゆるいと、途中でほどけて

しまいます。

　「かやぶき屋根プロジェクト」では、毎年12月と3月に朝霧高

原茅場へ「かや刈り」に出かけて貴重な素材を手に入れています。

　次は、手に入れた「かや束」の使い方を紹介します。

結束用のビニールひも

しっかりと結びますが、紐を引っ張ると
すぐにほどけるようになっています

きれいに立った「かや束」

　しっかりと縛られた束は自立します。この状態で屋内に保管しておき、

必要な時に屋根の材料などに使うわけです。

収納される「かや束」

「かや束」を締め上げる様子
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雁木を使った叩き込み

　朝霧高原茅場で、大きくて丈夫な「か

や」を手に入れましたが、竪穴住居の

修繕ではそのままの長さではあまり使

いません。

　おおよそ 3 分の 1 程度の大きさに

カットして、束も細めの「差しがや」

を作ります。

　「差しがや」は、たくさん作っておい

て必要な部分に文字どおり差しこんで

追加していきます。

　では、実際に「かやぶき屋根」を直

していきます。職人さんはとても高度

な技術と経験からきれいに直していき

ますが「かやぶき屋根プロジェクト」

は、日々少しずつ直していくことが目

的なので、まずは屋根の掃除から行い

ます。

　大塚・歳勝土遺跡の竪穴住居は見えて

いる部分すべてが屋根なので、比較的掃

除はしやすいです。屋根に落ち葉や木の

実が積もったままだとそこから、「かや」

が腐ってしまうのでしっかりと掃き落と

していきます。

　時間が経つと「かや」は少しずつ外に抜け出てきてしまいます。その「かや」を押し込む道具

に雁
がん

木
ぎ

があります。雁木には柄が長かったり平べったかったり色々な形のものがあります。

　みんなで屋根に向かって雁木を叩き込むことで外に出てきた「かや」を押し戻して屋根を詰

めていくことでより長持ちします。

手
に
入
れ
た
「
か
や
」
で
屋
根
を
直
そ
う
！

「差しがや」の作成風景

「差しがや」

屋根に積もった落ち葉や木の実を掃き落とす

雁木
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　次に取り除いた部

分に「差しがや」を

写真のように追加し

ていきます。

　このように少しずつ「かやぶき屋根」を直していきます。

　しかし、「かやぶき屋根」の部分に

よっては一部が腐ってボロボロになっ

ていることもあります。そんな時は「差

しがや」を使って「かや」を追加する

ことで部分的に直していきます。

　まずは、ボロボロになった部分を竹

ぼうきなどで取り除いていきます。

「差しがや」を追加して

さらに追加して…

中の骨組みに固定する

竹ぼうきで掃いて
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学
ん
だ
り
振
り
返
っ
た
り
し
て
み
よ
う

　「かやぶき屋根プロジェクト」では「かや」の刈り取りや屋根の修繕のほかに、必要に応じて職人技を見

学させていただいたり、自分たちの活動を振り返って報告会を行ってみたりもしています。

磯子区横浜市三殿台考古館で行われた
見学会に参加（平成31年）

職人による横浜市三殿台考古館での「かやぶき屋根」修繕の様子

「かやぶき屋根プロジェクト」の報告会を実施（令和2年）
多くの人に参加いただきました

報告会のチラシ
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　かやぶき屋根プロジェクトのこれまでについては、広報誌横浜市歴史博物館 News の43号以降で報告

しています。こちらに再掲載しますので「かやぶき屋根プロジェクト」の活動をご覧ください。こ
れ
ま
で
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
き
ま
し
た
！

横浜市歴史博物館 News43号（5ページ）
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横浜市歴史博物館 News45号（9ページ）
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横浜市歴史博物館 News46号（14ページ）



14

横浜市歴史博物館 News47号（14ページ）
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　「かやぶき屋根プロジェクト」では市民の皆さんに是非ご協力いただきたく思い、ボランティアの募集

を実施しています。下に掲載したのは令和元年度のボランティア募集のチラシになります。令和2年度以

降も「かやぶき屋根プロジェクト」の活動とボランティアの募集は継続していきます。皆さんの参加お待

ちしています。

「
か
や
ぶ
き
屋
根
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
す
る
に
は
…
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